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５　議会の動き、トピックス　　　　　　…　　15
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二戸地区支部消防操法競
技会で２連覇を達成した
町消防団第 8 分団第 1 部。
2 年ごとに開かれる県大
会 は、 今 年 7 月 27 日 に
開催されます。町消防団
の代表として地域の仲間
とともに県大会での躍進
めざし訓練に励みます。

全員で勝ち取った操法県大会出場！

（写真は、６月２９日にハーフル・
スポールランドを会場に行われた
二戸地区支部消防操法競技会ポン
プ車操法の部で優勝した選手と第
８分団の皆さん）
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第
30
回
（
平
成
26
年
６
月
）
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か

ら
20
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
山
本

賢
一
町
長
か
ら
の
政
務
報
告
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど

町
か
ら
４
議
案
を
提
案
。
一
般
会
計
補
正
予
算
等
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
の
結
果
全
議
案
を
可
決
し
た

ほ
か
、
請
願
陳
情
４
件
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
招
集
日
の
12
日
に
は
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
軽
米
町

議
会
議
員
の
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
」の
設
置
を
可
決
。

今
後
も
継
続
調
査
す
る
こ
と
を
決
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
７
億
円
を
増
額
補
正

議
員
定
数
調
査
特
別
委
を
新
設

【
議
案
第
２
号
】　

町
民
剣

道
場
の
廃
止
に
伴
い
、「
軽

米
町
体
育
施
設
条
例
」
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

損
害
賠
償

【
議
案
第
３
号
】　

本
年
３

月
の
除
雪
作
業
中
の
公
用

車
両
事
故
に
つ
い
て
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
と
和
解

に
関
し
決
定
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

補
正
７
億
円

【
議
案
第
４
号
】　

平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
で
、
歳
入

歳
出
と
も
７
億
３
８
７
万

円
を
増
額
補
正
し
ま
し

た
。
第
28
回
臨
時
会
で
の

補
正
と
合
わ
せ
た
総
額
は

76
億
５
０
３
７
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

委
員
会
設
置

【
発
議
案
第
１
号
】
前
田

泰
穗
議
員
ほ
か
５
名
の
議

員
に
よ
る
「
軽
米
町
議
会

議
員
の
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
」
の
発
議
案
を
可
決
。

同
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
議
会

閉
会
中
に
お
い
て
議
員
定

数
等
の
在
り
方
を
調
査
・

検
討
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
、
継
続
調
査
を
決

町長政務報告の概要（６月定例会）

・家庭用コンポスト等の補助を継続し、家庭ゴミの
　生ごみ減量化など地域の３Ｒ推進に努める

・子ども・子育て支援計画について年度末までの策
　定を進める

・晴山地区の常設保育園整備について、工事の円滑
　推進と地元保護者への情報提供等に取り組む

・消費税引上げに伴う低所得者、子育て支援として
　臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の周
　知徹底と円滑給付に取り組む

・県内でも高い自殺への予防対策について、働き盛
　りの年代にも対応を強化していく

・大雪による農業用施設被害の復旧については国の
　補助制度による事業を導入し対応していきたい

・大雪で懸念された農作物の生育は回復にあり今後
　は水稲の収量向上等に取り組む

・本年４月から始まる日本型直接支払制度に対して
　新制度への円滑移行を支援する

・農地中間管理機構が取り組む農地集約、集約化の
　相談窓口を開設し円滑な推進を図る

・今春のチューリップフェスティバルは盛況のうち
　に終わったが今後も魅力ある園づくりに取り組む

・町道整備について工事発注に万全を期す
・軽米小学校の旧校舎の解体、環境整備工事等を来
　年３月の完了に向けて取り組む

・チャレンジデー 2014 は対戦相手に惜敗したが今
　後も町民の運動普及啓発に努める

・2016 年いわて国体に向けたハートフル球場の大
　規模改修工事に取り組む

・ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の豚肉の関
　税引き下げなど、今後の動向を注視

・不祥事再発防止について、二度と発生しないよう
　新たな職員行動指針の策定を進め服務徹底を図る

・町内４か所で進めらる再生可能エネルギーの民間
　設置について引き続き情報収集と支援を行う

定
し
ま
し
た
。（
関
連
記

事
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

請
願
陳
情

【
請
願
陳
情
第
21
号
】「
軽

米
テ
レ
ビ
に
特
別
委
員
会

の
放
映
に
つ
い
て
の
請

願
」
な
ど
請
願
４
件
を
総

務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
付
託
し
、
す
べ
て
採
択

し
ま
し
た
。（
関
連
記
事

は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

意
見
書
提
出

　

発
議
案
第
２
号
か
ら
４

号
ま
で
の
発
議
案
３
件
に

つ
い
て
、
総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

政
府
関
係
機
関
へ
の
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
決
定

し
ま
し
た
。

【
発
議
案
第
２
号
】
少
人

数
学
級
の
推
進
な
ど
定
数

改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
発
議
案
第
３
号
】「
現
行

法
」（
原
子
爆
弾
被
爆
者

に
対
す
る
援
護
に
関
す
る

法
律
）
改
正
を
求
め
る
意

見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
発
議
案
第
４
号
】
集
団

的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法

解
釈
を
変
更
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

委
員
会
報
告

　

平
成
25
年
12
月
に
設
置

さ
れ
た
軽
米
町
未
評
価
等

調
査
特
別
委
員
会
で
、
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
た
調
査
結

果
に
つ
い
て
委
員
長
に
よ

る
報
告
が
行
わ
れ
、
報
告

の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。（
関
連
記
事
は
12
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

　6 月 12 日の定例会本会議
において、議員発議による「軽
米町議会議員の定数等調査特
別委員会」（舘坂久人委員長）
の設置が提案され、議長を除
く議員 13 名での設置が可決
されました。
　同日午後には第１回委員会
を開き、平成 27 年 4 月に予
定される町議会議員選挙に向

け、本年 9 月定例会を目途
に結論を出すことを確認。
　各委員からは、他町村議会
での検討状況の調査や、適正
な議員定数の在り方について
の勉強会を開催していくべき
などの意見が出されました。
　今後は、幹事会で素案等を
検討し、議会閉会中も調査を
継続して実施します。

「議員定数等調査特別委員会」を新たに設置
―　今後の議員定数等の在り方を調査・検討　―

【幹事会】幹事長　舘坂久人議員
　　　　　幹　事　前田泰穗議員
　　　　　　　　　茶屋　隆議員
　　　　　　　　　松浦満雄議員
　　　　　　　　　本田秀一議員

本会議場で委員会設置の提案理由
を述べる前田議員

【歳入】
・被災農業者向け経営体育成支援事業費補助金
　（県補助金 1 億 7,166 万円）

・二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金
　（国庫補助金 1,000 万円）

【歳出】
・被災農業者向け経営体育成支援事業費補助金
　（農林水産業費 2 億 1,582 万円）

・閉校小学校校舎、プール解体工事
　（学校管理費 1 億 731 万円）

・財政調整基金元本積立
　（財産管理費 2 億 6,300 万円）

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀
一般会計補正予算（第２号）

条
例
改
正

【
議
案
第
１
号
】　

社
会
教

育
法
の
改
正
に
伴
い
、「
軽

米
町
社
会
教
育
委
員
の
定

数
及
び
任
期
に
関
す
る
条

例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

６月定例会で

決まったこと
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大
雪
被
害
農
業
者
の
再
建
に

　

約
２
億
１
千
万
円
を
補
正

平成２６年７月　　かるまい議会だより　№１９８ 平成２６年７月　　かるまい議会だより　№１９８

【
質
問
】
損
害
賠
償
の
議

案
に
つ
い
て
、
す
べ
て
議

会
の
議
決
を
経
て
か
ら
で

は
時
間
を
要
し
相
手
方
へ

の
対
応
が
遅
れ
る
恐
れ
も

あ
る
。
一
定
の
金
額
を
決

め
て
町
長
の
専
決
事
項
に

し
て
は
ど
う
か
。

（
総
務
課
長
）
条
例
等
の

制
定
が
必
要
で
あ
り
、
他

市
町
村
の
状
況
も
み
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
商
工
費
県
補
助

金
の
「
ま
ち
コ
ン
」
開
催

事
業
の
内
容
は
。

（
産
業
振
興
課
担
当
主

幹
）
20
歳
以
上
の
独
身
男

女
を
対
象
に
、
町
内
飲
食

店
を
主
会
場
に
交
流
の
場

を
設
け
る
も
の
。
昨
年
は

２
回
、
町
商
工
会
青
年
部

主
催
に
よ
り
開
催
し
て
い

る
。

【
質
問
】
赤
十
字
救
護
車

補
助
金
の
事
業
内
容
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
災
害

時
の
物
資
運
搬
な
ど
赤
十

字
活
動
を
目
的
と
し
た
車

両
購
入
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
。
日
赤
岩
手

県
支
部
に
よ
る
定
額
の
補

助
金
。
今
回
の
仕
様
は
軽

バ
ス
で
ス
ピ
ー
カ
ー
や
赤

十
字
マ
ー
ク
付
属
な
ど
の

条
件
が
あ
る
。

【
質
問
】
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
現
時
点
で
い
く

ら
に
な
る
か
。

（
総
務
課
長
）
12
億
２
千

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

【
質
問
】
町
火
葬
場
を
建

て
直
す
計
画
は
な
い
か
。

（
町
民
生
活
課
長
）
現
在

の
火
葬
場
は
、
昭
和
51
年

か
ら
使
用
さ
れ
、
平
成
13

年
か
ら
15
年
に
か
け
て
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

【請願陳情第 21 号】　全員賛成で採択
　軽米テレビに特別委員会の放映につい
　ての請願
　（請願者）大清水久一ほか 37 名
　（紹介議員）細谷地多門議員
　　　　　　  松浦満雄議員

【請願陳情第 22 号】　全員賛成で採択
　少人数学級の推進など定数改善、義務
　教育費国庫負担制度拡充を求める請願
　（請願者）県教職員組合二戸支部長
　　　　　　荒木裕之
　（紹介議員）山本幸男議員
　　　　　　  上岩紀男議員

【請願陳情第 23 号】　全員賛成で採択
　ふたたび被爆者をつくらないために
　「現行法」（原子爆弾被爆者に対する援
　護に関する法律）改正を求める請願
　（請願者）県原爆被害者団体協議会長
　　　　　　伊藤宣夫
　（紹介議員）古舘機智男議員
　　　　　　  松浦満雄議員

【請願陳情第 24 号】　全員賛成で採択
　「海外で戦争をする国」にする集団的
　自衛権の行使容認に反対の意見書提出
　を求める請願
　（請願者）岩手県北「九条の会」
　　　　　　代表　東山道晴
　（紹介議員）前田泰穗議員
　　　　　　  細谷地多門議員

❀　請願陳情の内容と採択結果　❀ 一般会計補正予算等審査特別委員会 報告

月日 曜 内　容

６月
５日

木 議会運営委員会

11 日 水 全員協議会

12 日 木

本会議招集日
（議案の提案、審査の付託）
議員定数等調査特別委員会設置

13 日 金（休会）

14 日 土（休会）

15 日 日（休会）

16 日 月 本会議・一般質問（３人）

17 日 火
本会議・一般質問（２人）

総務教育民生常任委員会
（請願の審査、意見書の発議）

18 日 水 一般会計補正予算等審査特別委員会

19 日 木 議会運営委員会

20 日 金 最終本会議
（議案・請願・意見書の採択）

６月定例会関連の日程

　

第
30
回
軽
米
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
一

般
会
計
補
正
予
算
等
審

査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
に
つ
い

て
、
結
果
と
経
過
を
報

告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
案
件
は
、
議
案
第

１
号
「
軽
米
町
社
会
教

育
委
員
の
定
数
及
び
任

期
に
関
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
ほ

か
全
部
で
４
件
で
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、

６
月
18
日
に
役
場
庁
舎

３
階
の
会
議
室
に
お
い

て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
議
案
第
４
号

「
平
成
26
年
度
軽
米
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）」に
お
い
て
、

出
張
等
で
町
長
が
不
在

に
な
る
場
合
の
業
務
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
ま

た
大
雪
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
農
業
用
施
設
の
補

助
金
に
つ
い
て
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
り
活
発

な
審
議
の
も
と
、
慎
重

審
査
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
終
的
に
は
、
全
委

員
出
席
の
も
と
、
議
案

第
１
号
か
ら
議
案
第
４

号
ま
で
採
決
し
た
結

果
、
全
員
賛
成
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

以
上
、
特
別
委
員
会

で
の
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

■被災農業者向け経営体育成支援事業の概要
＊目　的　　大雪により農業被害を受けた農業者が農業経営を
　　　　　　維持していくために必要な生産施設の復旧等の費
　　　　　　用を支援する
＊対象者　　平成 25 年度の大雪による農業被害（パイプハウス
　　　　　　倒壊など）で被災した方で、被災施設の復旧・撤
　　　　　　去等により農業経営を継続しようとする農業者
＊対象内容　（1）再建・修繕に要する費用
　　　　　　（2）倒壊した施設の撤去費用
＊担当課　　産業振興課（☎ 46 － 4740）

大雪被害による農業者再建を支援

本 田 秀 一
一般会計補正予算
等審査特別委員会

委員長

６月 20 日本会議場
での委員長報告から

委員長報告

歳　
出

今
回
の
補
正
で
は
煙
突
の

修
繕
を
予
定
し
て
お
り
、

建
て
替
え
等
は
今
後
の
検

討
事
項
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
被
災
農
業
者
向

け
経
営
体
育
成
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る

最
低
基
準
が
あ
る
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）
最
低

基
準
額
は
な
い
が
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
撤
去
費
用

が
一
番
安
い
単
価
設
定

（
１
１
０
円
／
㎡
）
と
な

っ
て
い
る
。

【
質
問
】
中
学
校
４
校
が

統
合
し
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
教
育
長
の
所

見
を
伺
う
。

（
教
育
長
）
統
合
に
向
け

て
軽
米
中
、
小
軽
米
小
学

校
と
も
校
長
中
心
に
準
備

い
た
だ
き
順
調
な
歩
み
を

始
め
た
。
二
戸
地
区
中
総

体
で
は
、
団
体
14
種
目
の

う
ち
５
種
目
で
優
勝
。
個

人
も
県
大
会
出
場
す
る
な

ど
、
生
徒
と
先
生
の
一
体

感
が
感
じ
ら
れ
良
い
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。
日
常
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
先
生

方
に
細
や
か
に
対
応
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
６
月
12
日
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議
案
４
件
に
つ

い
て
、
内
容
を
審
査
す
る
た
め
一
般
会
計
補
正
予
算
等

審
査
特
別
委
員
会
（
本
田
秀
一
委
員
長
）
を
設
置
し
付

託
審
査
を
行
い
、
全
案
件
を
全
会
一
致
で
可
決
と
し
ま

し
た
。
委
員
会
に
お
け
る
議
員
の
質
問
と
町
当
局
の
答

弁
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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一般質問

人
口
減
少
へ
の
対
応
策
と

子
育
て
支
援
策
の
効
果
は

雇
用
の
場
を
確
保
し
、

　

若
者
世
代
の
定
住
を
促
進

転
入
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら

　

子
育
て
支
援
を
更
に
充
実

答
【
質
問
】
日
本
創
生
会
議

が
試
算
し
た
人
口
減
少
に

つ
い
て
当
町
の
現
状
と
課

題
、
対
策
に
つ
い
て
と
子

育
て
支
援
策
の
効
果
に
つ

い
て
伺
う
。

【
町
長
】
本
町
の
人
口
は
、

国
勢
調
査
で
平
成
２
年
の

約
１
万
２
６
０
０
人
か
ら

22
年
に
は
１
万
２
０
０
人

と
約
２
千
人
が
減
少
。
最

近
５
年
間
の
出
生
者
数
も

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

町
で
は
、
企
業
誘
致
や

地
域
雇
用
促
進
奨
励
金
制

度
な
ど
よ
り
雇
用
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。　
　

人
口
減
少
を
最
小
限
に
し

つ
つ
、
町
の
活
性
化
を
図

っ
て
参
り
た
い
。
特
に
も

人
口
減
少
の
要
因
と
し
て

雇
用
の
場
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
食
産
業
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設

な
ど
の
企
業
誘
致
に
よ
り

若
者
の
雇
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

保
育
園
、
教
育
施
設
等

の
整
備
、保
育
料
無
料
化
、

医
療
費
助
成
、
学
童
保
育

の
充
実
な
ど
若
者
が
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

子
育
て
支
援
策
に
よ
る

本
町
へ
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
数
値
と
し
て
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
転
入
者

か
ら
の
声
と
し
て
健
診
相

談
の
充
実
や
保
育
料
の
安

さ
、
小
児
科
の
受
診
が
で

き
安
心
、
な
ど
が
聞
か
れ

る
。

　

今
後
も
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
再
質
問
】
①
日
本
創
生

会
議
が
提
言
し
た
「
ス
ト

ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元
気

戦
略
」の
町
長
の
感
想
は
。

②
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
の
群

馬
県
南
牧
村
、出
生
率
１・

92
の
「
奇
跡
の
村
」
長
野

県
下
條
村
に
つ
い
て
。

③
民
間
放
送
で
町
が
紹
介

さ
れ
た
が
、
率
先
し
て
町

の
情
報
発
信
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
①
②
日
本
創
生

会
議
が
提
言
す
る
細
か
な

部
分
は
ま
だ
目
を
通
し
て

な
い
が
、
日
本
ワ
ー
ス
ト

１
の
南
牧
村
長
の
話
は
読

ん
で
い
る
。
今
、
地
方
が

直
面
す
る
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
本

町
の
少
子
化
対
策
も
更
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

③
情
報
発
信
に
は
、
今
後

心
掛
け
て
い
き
た
い
。

【
再
々
質
問
】
町
内
に
若

者
が
住
む
場
所
の
確
保
、

八
戸
等
の
通
勤
圏
と
し
て

移
住
の
推
進
、
併
せ
て
町

の
魅
力
の
情
報
発
信
の
強

化
と
、「
何
で
も
や
る
、

あ
が
い
て
み
る
こ
と
」
が

必
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
私
も
同
じ
方
向

で
考
え
て
い
る
。
町
内
へ

の
転
入
者
は
平
成
21
年
か

ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
女

性
が
増
え
て
い
る
。
若
者

が
移
り
、
定
住
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

日
本
創
生
会
議
に
よ
る

「
人
口
減
少
問
題
」
提
言

　

日
本
創
成
会
議
（
増
田

寛
也
座
長
＝
元
総
務
大

臣
、
前
岩
手
県
知
事
）
の

人
口
減
少
問
題
検
討
分
科

会
が
本
年
５
月
に
発
表
し

た
。
現
在
の
よ
う
に
地
方

か
ら
の
人
口
流
出
が
進

め
ば
２
０
４
０
年
ま
で

に
、
県
内
の
27
市
町
村
を

含
む
全
国
の
半
数
に
あ

た
る
８
９
６
の
自
治
体

で
、
20
代
か
ら
30
代
の
女

性
人
口
が
２
０
１
０
年
の

半
分
以
下
に
減
り
、
将
来

的
に
自
治
体
が
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
の
試
算

を
公
表
し
た
。
東
京
一
極

集
中
の
是
正
や
出
生
率
を

上
げ
る
国
施
策
の
必
要
性

を
提
言
し
て
い
る
。
軽
米

町
の
人
口
は
、
同
年
に
は

５
４
２
６
人
（
２
０
１
０

年
比
61
・
７
％
）
と
の
試

算
が
出
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
と
ば
解
説

一
般
質
問
に
５
人
が
登
壇

町

政

を

問

う

　

第
30
回
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
６
月
16
日
に
３

名
が
、
翌
17
日
に
は
２
名
が
行
い
、
町
政
運
営
等
に

つ
い
て
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

　
各
議
員
の
質
問
内
容
と
山
本
賢
一
町
長
を
は
じ
め

町
当
局
の
回
答
・
姿
勢
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
要
旨
や
回
答
内
容

は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

氏　名 質問事項

前田　泰穂　議員

人口減少課題への対策について

自殺者対策について

『空き家バンク制度』の創設について

茶屋　　隆　議員
副町長の不在について

株式会社軽米町産業開発の経営について

松浦　満雄　議員
太陽光発電施設の設置状況と補助金について

いわて国体・軟式野球競技会場地の取り組み
について

古舘機智男　議員
安全安心の生活交通保障について

子ども・子育て支援制度による学童保育の拡
充について

細谷地多門　議員

閉校校舎等の活用について

まちづくり活性化対策について

農政対応について

自殺者対策の現状と
今後の取組み状況は
最近５年間は増加傾向
に。働き世代は企業と、
高齢者は介護予防事業
と連携し予防対策を強
化する

問

答

「空き家バンク制度」
の創設について
各地域の協力のもと町
全体の空き家状況を把
握し、専門的意見・近
隣の事例を参考として
いきたい

問

答

前田泰穂 議員

――　そのほかの質問　――

問
同時入所時の第２子以降の保育料無料化など子
育て環境の充実が進められています
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一般質問 一般質問
【
質
問
】
①
副
町
長
が
退

任
し
２
か
月
以
上
が
経
過

し
た
が
、
後
任
等
の
検
討

状
況
を
伺
う
。

②
副
町
長
不
在
で
町
政
運

営
、
職
員
の
業
務
に
何
か

不
都
合
は
無
い
か
伺
う
。

③
副
町
長
が
担
当
し
て
い

た
業
務
は
誰
が
ど
の
よ
う

に
や
っ
て
い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
①
前
副
町
長
は

７
年
間
に
わ
た
り
補
佐
役

と
し
て
職
員
監
督
、
町
民

の
福
祉
の
向
上
、
町
政
発

展
に
尽
力
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
業
務
全
般
の
推
進

状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

②
こ
れ
ま
で
就
任
し
て
い

た
東
北
や
全
国
規
模
の
協

議
会
役
員
等
を
一
部
辞
職

し
、
在
庁
期
間
を
多
く
し

決
裁
や
相
談
な
ど
に
対
応

し
て
い
る
。
課
長
等
と
の

協
議
を
一
層
密
に
し
、
全

職
員
が
一
体
と
な
り
町
民

福
祉
の
向
上
、
町
の
活
性

化
に
取
り
組
み
た
い
。

③
副
町
長
に
委
任
し
て
い

た
事
務
決
裁
等
は
現
在
自

分
が
行
っ
て
い
る
。
各
種

委
員
会
等
は
、
規
定
に
基

づ
き
副
委
員
長
で
あ
る
課

長
等
が
職
務
を
代
理
し
て

い
る
。
副
町
長
不
在
が
行

政
事
務
の
停
滞
や
障
害
に

な
ら
な
い
よ
う
取
り
組

む
。

【
再
質
問
】
体
調
に
不
安

の
あ
る
前
副
町
長
の
退
任

は
想
定
さ
れ
て
い
た
と
思

う
が
、
そ
の
後
の
対
応
が

不
十
分
で
町
政
の
停
滞
、

役
場
業
務
の
遅
れ
が
心
配

さ
れ
る
。
現
に
晴
山
地
区

常
設
保
育
園
建
設
工
事
の

再
入
札
の
問
題
、
未
だ
示

さ
れ
な
い
職
員
行
動
指
針

の
策
定
の
遅
れ
な
ど
は
副

町
長
不
在
が
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
町
長

の
代
理
は
副
町
長
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
。
役
場
職

員
の
登
用
や
県
へ
の
要

請
、
一
般
か
ら
な
ど
の
考

え
は
な
い
か
、再
度
伺
う
。

【
町
長
】
諸
事
情
に
つ
い

て
副
町
長
不
在
が
原
因
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
業
務

全
般
の
推
進
状
況
な
ど
総

太
陽
光
発
電
の
普
及
率
と

町
独
自
の
補
助
の
考
え
は

昨
年
度
で
副
町
長
が
退
任

影
響
と
後
任
等
の
対
応
は

町
長
の
全
国
・
県
関
係
の
役
職
を
減
ら
し

在
庁
時
の
相
談
・
決
裁
等
の
機
会
を
拡
大

全
世
帯
の
約
３
％
１
１
３
世
帯
で
導
入

他
を
調
査
し
補
助
制
度
を
検
討
し
た
い

【
質
問
】
町
長
は
こ
れ
ま

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
入
れ
た
町
づ
く
り

に
力
を
入
れ
、
大
規
模
な

太
陽
光
発
電
施
設
や
鶏
糞

を
燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
の
誘
致
に
力

を
入
れ
て
き
た
。

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
町
内
普
及
率
に

つ
い
て
伺
う
。

②
住
宅
用
設
置
補
助
金
に

つ
い
て
、
制
度
が
無
い
の

は
県
内
町
村
で
は
軽
米
町

を
含
め
事
実
上
２
町
だ
け

と
認
識
し
て
い
る
が
、
補

助
制
度
創
設
の
実
態
と
町

独
自
で
制
度
創
設
を
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
①
住
宅
用
太
陽

光
発
電
の
町
内
普
及
率
に

つ
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
り

制
度
の
利
用
状
況
か
ら
本

年
６
月
１
日
現
在
で
１
１

３
戸
が
同
制
度
を
利
用
し

て
い
る
。
住
民
基
本
台
帳

上
の
３
７
９
３
世
帯
の
約

３
％
の
普
及
率
で
あ
る
。

②
住
宅
を
新
築
す
る
際
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
、
町
民
か

ら
も
補
助
金
制
度
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
。
他
の
自

治
体
の
状
況
を
調
査
し
な

が
ら
町
単
独
の
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助

金
制
度
等
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。
近

隣
で
は
一
戸
町
と
九
戸

村
、
久
慈
市
、
洋
野
町
で
、

１
㌔
㍗
当
た
り
３
万
円
か

ら
５
万
円
、
上
限
額
を

９
万
円
か
ら
20
万
円
と
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

【
町
民
生
活
課
長
】
太
陽

光
発
電
の
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
県
内
33
市
町
村

の
う
ち
23
市
町
村
で
実
施

し
て
い
る
。
補
助
金
制
度

が
無
い
の
が
10
町
村
。
今

後
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
財
政
と
検
討
し
な
が

ら
実
施
の
方
向
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
再
質
問
】
貸
家
等
を
除

く
持
家
世
帯
の
う
ち
約
１

割
が
既
に
太
陽
光
発
電
を

導
入
し
て
い
る
と
試
算
す

る
。
今
後
パ
ネ
ル
が
量
産

化
さ
れ
る
と
価
格
が
下
が

り
普
及
率
も
向
上
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

町
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
早
急
に
創
設
す
べ
き

で
あ
る
。
補
助
金
の
財
源

に
つ
い
て
他
市
町
村
の
状

況
を
併
せ
て
伺
う
。

【
町
長
】
先
の
答
弁
同
様
、

住
宅
用
の
設
置
補
助
金
に

つ
い
て
可
能
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】
補
助
金
の

財
源
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
を
原
資
に
市
町
村
が

一
般
財
源
を
付
け
た
形
が

一
般
的
で
あ
る
。
今
後
、

内
容
・
財
源
等
に
つ
い
て

も
十
分
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

自
然
の
営
み
か
ら
半
永

久
的
に
得
ら
れ
継
続
し

て
利
用
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
有
限
な
化
石
燃
料

に
比
べ
地
球
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
く
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
も

重
要
視
さ
れ
る
。
課
題
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
、

コ
ス
ト
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

な
ど
。世
界
各
国
で
導
入
・

利
用
促
進
が
進
め
ら
れ
、

日
本
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
に
よ

り
、
平
成
24
年
７
月
か
ら

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28

年
）
の
第
71
回
国
民
体
育

大
会
が
岩
手
県
で
開
催
さ

れ
る
。
軽
米
町
を
は
じ
め

県
北
地
区
８
市
町
村
で
軟

式
野
球
競
技
を
正
式
競
技

副
町
長
の
不
在

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
在
職
し
て
い
た
前
副
町

長
が
体
調
不
良
な
ど
の
理

由
で
本
年
３
月
31
日
付
で

退
任
し
、
６
月
20
日
時
点

で
不
在
と
な
っ
て
い
る
。

軽
米
町
副
町
長
定
数
条
例

で
は
、
地
方
自
治
法
第

１
６
１
条
第
２
項
の
規
定

か
ら
一
人
と
し
て
い
る
。

同
法
は
副
町
長
の
職
務
と

し
て
「
自
治
体
の
長
を
補

佐
し
、
又
命
を
受
け
政
策

や
企
画
を
担
当
し
補
助
機

関
で
あ
る
職
員
の
担
当
す

る
事
務
を
監
督
す
る
こ
と

や
長
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
一
部
に
つ
い
て
委
任

を
受
け
そ
の
事
務
を
執
行

す
る
」
と
し
て
い
る
。

㈱
軽
米
町
産
業
開
発

　

平
成
７
年
３
月
31
日
に

町
等
の
出
資
に
よ
る
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
の
株
式
会

社
と
し
て
設
立
し
、
今
年

で
20
年
目
を
迎
え
る
。
雪

谷
川
ダ
ム
フ
ォ
リ
ス
ト

パ
ー
ク
・
軽
米
を
は
じ
め

と
す
る
町
の
観
光
・
物
産

施
設
の
管
理
運
営
と
、
さ

る
な
し
関
連
商
品
な
ど
町

の
特
産
品
開
発
・
販
売
を

主
に
行
う
。
同
社
の
社
長

は
町
長
が
務
め
て
い
る
。

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

【
再
々
質
問
】
心
労
等
で

休
暇
中
の
職
員
が
い
る
こ

と
、
深
夜
に
及
ぶ
残
業
が

あ
る
こ
と
を
町
長
は
把
握

し
て
い
る
か
。
副
町
長
が

い
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
な
決
裁

や
、
課
題
解
決
な
ど
が
可

能
で
あ
る
。
副
町
長
が
必

要
と
思
う
が
、再
度
伺
う
。

【
町
長
】
副
町
長
不
在
が

要
因
で
発
生
し
た
と
の
認

識
は
な
い
。
職
員
の
病
休

な
ど
は
把
握
し
て
い
る
。

今
後
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充

実
、
出
張
機
会
を
減
ら
す

な
ど
的
確
に
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

  

こ
と
ば
解
説

  

こ
と
ば
解
説

答
問

茶屋　隆 議員

希望郷いわて国体・軟式野球競技会場
地としての取り組みについて
　会場となるハートフル球場の大規模改修
を実施。町実行委員会を組織し、本町開催
のＰＲと町民皆さんの協力をお願いする。

問

答

答問

㈱軽米町産業開発の経営状況について
　平成 25 年度の純損益は約 4 万 9 千円の
黒字（税引き後は約 13 万 5 千円の純損失）。
今後は、社員育成と経営改善・合理化、主
力のさるなし原料の安定生産に取り組む。

問

答

――　そのほかの質問　――
松浦満雄 議員

――　そのほかの質問　――

と
し
て
実
施
。
会

場
と
な
る
ハ
ー
フ

ル
球
場
は
、
本
年

度
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

や
内
外
野
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
大
規
模
改

修
が
行
わ
れ
る
。

2016 いわて国体ご当地
キ ャ ラ ク タ ー　 軽 米 町
バージョンの「こくっち」

太陽光発電パネルを取り付ける家庭が見られるなど再生可能
エネルギーへの関心が高まっています

町物産交流館（仲町）を管
理運営する㈱軽米町産業
開発（写真は物産交流館）
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一般質問 一般質問
【
質
問
】
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
、
こ
ど
も

子
育
て
関
連
３
法
が
来
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

新
こ
ど
も
子
育
て
支
援
法

で
は
、
市
町
村
が
行
う
地

域
こ
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
に
学
童
保
育
が
位
置
付

け
ら
れ
た
ほ
か
、
児
童
福

祉
法
の
改
定
で
は
対
象
が

６
年
生
ま
で
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
新
た

な
基
準
に
対
し
、
本
町
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
本
町
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
軽
米
農

村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
開
設
し
、
軽
米
小
学
校

児
童
の
ほ
か
小
軽
米
、
晴

山
小
学
校
の
児
童
も
各
小

学
校
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
ま

で
送
迎
を
実
施
し
、
現
在

28
名
の
児
童
が
利
用
し
て

い
る
。
今
後
は
保
護
者
か

ら
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
、
共

働
き
世
帯
の
増
加
に
対
応

し
対
象
を
６
年
生
以
下
に

拡
大
と
、
平
日
の
開
設
時

間
の
延
長
な
ど
の
拡
充
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ

に
伴
い
、
条
例
等
の
整
備

が
必
要
と
な
る
。

【
再
質
問
】
①
条
例
の
制

定
は
今
の
６
月
議
会
、
又

は
最
低
で
も
９
月
ま
で
に

や
る
べ
き
と
思
う
が
、
条

例
制
定
の
時
期
は
い
つ
か

伺
う
。

②
遊
び
の
場
と
し
て
で
は

な
く
生
活
の
場
と
し
て
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
観
点
が
新

し
く
位
置
付
け
ら
れ
る
。

施
設
の
新
設
等
も
視
野
に

入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
①
計

画
で
は
９
月
ま
で
に
県
に

示
す
こ
と
で
素
案
作
り
と

条
例
の
改
正
を
進
め
、
来

年
４
月
の
実
施
に
向
け
て

準
備
を
急
い
で
い
る
。
晴

山
地
区
常
設
保
育
園
の
条

笹
渡
閉
校
校
舎
の
利
活
用

生
涯
学
習
拠
点
の
考
え
は 学

童
保
育
施
設
の
増
設
等

新
法
に
よ
る
町
の
計
画
は

対
象
を
６
年
生
以
下
へ
の
拡
大
と

平
日
開
設
時
間
延
長
な
ど
を
予
定

中
央
公
民
館
の
分
館
と
し
て　

地
域
で
の
活
用
を
進
め
た
い

拠
点
施
設
整
備
に
つ
い
て
は

総
合
的
観
点
で
検
討
が
必
要

【
質
問
】
平
成
25
年
度
で

笹
渡
小
中
学
校
が
閉
校

し
、
近
く
を
通
る
と
今
に

も
元
気
な
笑
顔
の
子
供
た

ち
が
出
て
き
そ
う
だ
が
、

静
ま
り
返
っ
た
真
新
し
い

校
舎
が
一
層
寂
し
く
感
じ

ら
れ
る
。
昨
年
度
、
教
育

委
員
会
で
は
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
地
域
住
民
の
意

見
等
を
聞
き
活
用
方
策
に

反
映
し
よ
う
と
「
閉
校
校

舎
等
活
用
地
域
懇
談
会
」

を
開
催
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
活
用
、
企
業
誘
致
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

宿
泊
施
設
な
ど
の
要
望
や

意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た

が
、
地
域
だ
け
で
の
検
討

で
は
妙
案
も
難
し
い
。
そ

こ
で
①
町
で
は
閉
校
校
舎

の
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

②
学
校
施
設
を
町
の
中
心

的
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等

に
活
用
す
る
考
え
は
無
い

か
伺
う
。

【
教
育
長
】
①
町
で
は
平

成
24
年
度
に
遊
休
施
設
等

活
用
対
策
検
討
会
議
を
組

織
し
学
校
統
合
に
よ
る
空

き
校
舎
等
も
含
め
た
活
用

の
方
向
を
検
討
し
て
い

る
。
学
校
は
地
域
の
中
心

的
な
拠
点
施
設
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
地
域
住
民
の

方
々
の
意
見
を
伺
い
た
い

と
考
え
、
昨
年
度
笹
渡
地

区
を
含
む
３
地
区
で
同
懇

談
会
を
開
催
し
た
。
本
年

度
も
引
き
続
き
開
催
し
た

い
。
教
育
施
設
や
地
域

の
交
流
施
設
と
し
て
の
活

用
、
教
育
施
設
等
以
外
の

用
途
な
ど
活
用
方
法
に
は

い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
用
途
が

決
ま
る
ま
で
は
各
地
域
で

利
用
で
き
る
よ
う
、
軽
米

中
央
公
民
館
の
分
館
と
し

た
。
維
持
管
理
経
費
に
つ

い
て
は
本
定
例
会
で
補
正

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

②
新
軽
米
町
総
合
発
展
計

画
で
は
、
地
域
活
動
と
団

体
活
動
を
支
援
す
る
生
涯

学
習
機
能
を
も
っ
た
複
合

施
設
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
既
存
の

施
設
等
と
の
位
置
づ
け
な

ど
総
合
的
な
観
点
で
検
討

が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

【
再
質
問
】
笹
渡
小
中
学

校
の
校
舎
は
新
し
く
建
物

の
状
態
も
良
く
周
り
の
環

境
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し

い
施
設
で
あ
る
。
荒
れ
た

状
態
に
な
る
前
に
、
先
送

り
せ
ず
一
年
で
も
早
く
決

断
し
、
ぜ
ひ
核
と
な
る
拠

点
施
設
に
実
現
で
き
る
よ

う
に
強
く
要
望
し
た
い
。

【
教
育
長
】
笹
渡
地
区
で

活
用
に
つ
い
て
の
検
討
組

織
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

と
聞
い
て
い
る
。
地
域
で

も
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
方
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。
今
後
連
絡
を
取

り
合
い
、
い
い
方
向
で
進

め
て
い
き
た
い
。

閉
校
校
舎
等
活
用
地
域
懇

談
会

　

学
校
統
合
に
よ
り
平
成

25
年
度
で
閉
校
し
た
旧
笹

渡
小
中
学
校
を
含
む
３
校

の
校
舎
等
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
か

ら
意
見
を
聴
き
な
が
ら
今

後
の
活
用
方
策
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
教

育
委
員
会
が
主
催
し
て
25

年
度
は
各
地
区
２
回
、
延

べ
６
回
開
催
し
た
。
主
な

意
見
と
し
て
は
、公
民
館
・

役
場
の
出
張
所
的
活
用
や

企
業
誘
致
、
宿
泊
施
設
へ

の
活
用
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
閉
校
校

舎
は
、
26
年
５
月
か
ら
軽

米
中
央
公
民
館
の
分
館
と

し
て
、
職
員
が
巡
回
し
な

が
ら
住
民
の
要
望
に
応
じ

て
開
放
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の

理
由
で
昼
間
家
庭
に
い
な

い
お
お
よ
そ
10
歳
（
小
学

３
年
生
）
ま
で
の
児
童
が

対
象
で
、
放
課
後
の
時
間

帯
に
利
用
で
き
る
。
指
導

員
と
一
緒
に
室
内
で
遊
ん

だ
り
、
宿
題
を
し
た
り
し

な
が
ら
保
護
者
が
迎
え
に

来
る
ま
で
の
時
間
を
過
ご

す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
で
は
、
市
町
村
が

利
用
希
望
状
況
を
把
握
し

た
上
で
、
事
業
の
量
の
見

込
み
と
提
供
体
制
の
確
保

の
内
容
等
を
盛
り
込
ん
だ

事
業
計
画
を
策
定
し
実
施

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　

現
在
、
軽
米
町
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
町
農
村

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
。
平
日
は
放
課
後
か

ら
、
土
曜
日
と
長
期
休
暇

期
間
中
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
、
い
ず
れ
も
午
後
６

時
ま
で
利
用
で
き
る
。

例
改
正
と
と
も
に
審
議
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

②
現
在
の
ス
ペ
ー
ス
で
は

十
分
で
は
な
く
今
後
対
応

が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

【
再
々
質
問
】
現
在
一
か

所
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
車
で

通
園
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
が
、
小
学
校
単
位
で
の

対
応
は
検
討
し
て
い
な
い

か
。
ま
た
、
専
門
職
員
の

配
置
は
ど
う
か
伺
う
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
新
制

度
で
は
設
置
に
関
し
て
満

た
す
べ
き
基
準
と
参
酌
す

べ
き
標
準
が
あ
り
、
広
さ

や
対
象
は
守
る
べ
き
も
の

と
し
て
定
め
れ
ら
れ
て
い

る
。
専
門
員
な
ど
質
的
部

分
は
、
実
施
で
き
る
体
制

に
し
て
い
き
た
い
。
ニ
ー

ズ
調
査
を
も
と
に
ど
う
い

う
区
域
割
が
良
い
か
、
既

存
設
備
の
利
用
も
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

  

こ
と
ば
解
説

  

こ
と
ば
解
説

答問

安心安全の生活交通保障について
　利用者ニーズの把握と基幹的路線の維持
を図りながら、軽米型公共交通の方向性を
基本に、より一層利用しやすい持続可能な
公共交通サービスの提供を検討していく。

問

答

――　そのほかの質問　――

古舘機智男 議員

細谷地多門 議員

秋まつり入込客推移と
活性化の方策について
過去 10 年間では、3 日間
合計で約 3 万 5 千人で推
移し、減少傾向にある。他
市町村の事例から実現可能
なものから取り組みたい。

問

答

新規開田が発覚した後
行政としての対応は
新規開田かどうかは水稲栽
培が始まった時期で判断す
るが、現存資料からは客観
的に確認できないため、開
田は無いとの認識でいる。

問

答

――　そのほかの質問　――

答 問
閉校校舎やグラウンドなどを地域づくりに生かす
方策が求められています（写真は旧笹渡小中学校）

児童クラブの利用者数は増加傾向にあ
り今後はスペースの確保が課題です

生涯学習のマスコット
マナビィ

（故石ノ森章太郎さん
のデザインで生涯学習
の「 学 び 」 と 蜜 蜂 の

「bee」から命名）
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２臨時会の結果報告 軽米町未評価等調査特別委員会 報告

条
例
改
正

【
議
案
第
１
号
】　

地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

「
軽
米
町
税
条
例
」
の
一

部
改
正
を
専
決
処
分
に
よ

り
行
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
承
認
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

工
事
契
約

【
議
案
第
２
号
】
晴
山
地

区
常
設
保
育
園
建
設
（
電

気
設
備
）
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
と
、

【
議
案
第
３
号
】
晴
山
地

区
常
設
保
育
園
建
設
（
機

械
設
備
）
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
等
審
査
特
別
委
員

会
の
前
田
泰
穂
委
員
長
か

ら
継
続
審
査
の
申
し
出
が

あ
り
、
全
員
賛
成
で
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
契
約

【
議
案
第
１
号
】　

晴
山
地

区
常
設
保
育
園
建
設
（
建

築
）
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
２
号
】　

晴
山
地

区
常
設
保
育
園
建
設
（
電

補
正
予
算

【
議
案
第
４
号
】　

平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
で
歳
入
歳
出

と
も
７
３
０
７
万
９
千
円

を
増
額
補
正
し
、
総
額
は

69
億
４
６
５
０
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

気
設
備
）
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
３
号
】　

晴
山
地

区
常
設
保
育
園
建
設
（
機

械
設
備
）
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

第 28回臨時会
（平成 26 年 5 月 8 日開催）

第 29回臨時会
（平成 26 年 5 月 30 日開催）

継
続
審
査
を
含
む
晴
山
地
区
常
設
保

育
園
建
設
工
事
契
約
全
３
件
を
可
決

常
設
保
育
園
建
設
（
電
気
と
機
械
）

工
事
の
２
契
約
案
件
を
継
続
審
査
に

見
も
多
く
、
同
年
12
月
定
例

会
で
「
未
評
価
等
調
査
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
こ

れ
ま
で
特
別
委
員
会
８
回
、

幹
事
会
10
回
を
開
催
し
た
。

未
評
価
未
課
税
は

１
２
８
９
万
円
に

　

結
果
、
平
成
15
年
度
か

ら
23
年
度
ま
で
の
未
評

価
・
未
課
税
家
屋
は
86
棟
、

１
２
８
９
万
円
で
固
定
資
産

税
の
ほ
か
国
民
健
康
保
険
税

に
も
及
び
、
う
ち
一
部
に
課

税
期
限
が
過
ぎ
た
時
効
額
が

１
３
５
万
円
に
上
っ
た
。
町

で
は
同
年
12
月
末
ま
で
に
未

評
価
分
の
評
価
作
業
を
終

了
。
本
委
員
会
で
は
納
税
者

負
担
を
考
慮
し
、
猶
予
措
置

を
提
言
し
た
。

　

町
職
員
の
処
分
は
町
長
が

20
％
６
か
月
、
副
町
長
が
20

％
３
か
月
、
担
当
職
員
が
10

％
６
か
月
な
ど
で
委
員
会
で

は
処
分
が
甘
い
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
課
税
の
遅
れ
時
効

額
の
発
生
な
ど
か
ら
町
民
に

多
額
な
損
害
を
与
え
た
行
政

へ
の
信
頼
失
墜
は
大
き
い
。

建
築
確
認
の
是
正

今
後
経
過
を
注
視

　

県
単
独
補
助
事
業
で
建
築

確
認
を
と
ら
な
い
未
課
税
の

牛
舎
等
に
つ
い
て
、
県
で
進

め
る
是
正
手
続
き
が
終
了
す

る
に
は
時
間
を
要
す
た
め
、

今
後
、農
家
の
将
来
を
思
い
、

新
た
に
発
生
す
る
建
主
の
費

用
負
担
な
ど
今
後
の
推
移
も

注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

信
頼
回
復
に
向
け

全
庁
で
の
取
組
を

　

町
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
組
織
体
制
、
職
場
環
境

の
整
備
が
必
要
。
職
員
の
意

識
改
革
や
事
務
改
善
な
ど
の

不
祥
事
防
止
対
策
を
持
続
的

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
、又
、

行
政
と
し
て
職
員
一
人
ひ
と

り
が
不
祥
事
を
起
こ
さ
な

い
、
起
こ
さ
せ
な
い
こ
と
を

互
い
に
強
く
認
識
し
、
管
理

監
督
を
行
い
町
民
の
信
頼
を

取
り
戻
す
よ
う
全
庁
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
望

む
。

　
町
内
の
新
築
家
屋
等
の
一
部
が
評
価
さ
れ
ず
未
課
税
と
な
っ

て
い
た
問
題
を
受
け
て
、
町
議
会
で
は
平
成
25
年
12
月
に
軽
米

町
未
評
価
等
調
査
特
別
委
員
会
（
泉
山
優
委
員
長
）
を
設
置
し

ま
し
た
。
本
年
６
月
ま
で
に
８
回
の
同
委
員
会
を
開
催
し
、
町

当
局
か
ら
の
事
情
説
明
や
改
善
経
過
の
報
告
、
原
因
究
明
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
な
ど
積
極
的
な
議
論
を
展
開
。
６
月

20
日
の
６
月
定
例
会
最
終
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
を
行

い
、
町
行
政
組
織
の
機
能
強
化
と
職
員
の
意
識
改
善
、
今
後
の

不
祥
事
防
止
を
強
く
要
望
し
最
終
報
告
と
し
ま
し
た
。

町
民
へ
の
信
頼
回
復
に
向
け
て

全
庁
あ
げ
た
取
り
組
み
を
要
望

泉 山　 優
委員長

　　軽米町未評価等調査特別委員会委員長報告 軽米町未評価等調査特別
委員会報告書より抜粋

　
平
成
25
年

4 月 30 日 町民から未評価の申し出
  5 月～ 未評価家屋を確認し評価事務を開始

8 月 26 日 全員協議会で議会に報告
9 月 13 日 9 月定例会で決算案が不認定

10 月 28 日 全員協議会で現状を説明
町職員不祥事再発防止対策検討会議を設置第 1 回会議

11 月 7 日 第 2 回対策検討会議
11 月 14 日 第３回対策検討会議
11 月 21 日 第４回対策検討会議
11 月 27 日 第５回対策検討会議、町へ提言

12 月 2 日 全員協議会で現状を説明
12 月 10 日 町議会で未評価等調査特別委員会を設置

　
平
成
26
年

1 月 10 日 第 1 回委員会（県単補助事業の建築確認指導等）

２月３日 第 2 回委員会（県単補助事業の建築確認指導、職員懲
戒処分等）

２月 17 日 第 3 回委員会（県単補助事業の申請事務の流れ等）

２月 25 日 第 4 回委員会（個人情報保護法に基づく個人事業主の
取り扱い等）

4 月 16 日 第 5 回委員会（県単補助事業の建築確認指導状況、検
討会議）を受けての町の対応等

5 月 26 日 第 6 回委員会（町コンプライアンス行動指針素案、違
反建築物の状況）

6 月 12 日 第 7 回委員会（町コンプライアンス行動指針素案、違
反建築物の状況）

6 月 19 日 第 8 回委員会（とりまとめ、報告書について）
6 月 20 日 6 月定例会最終本会議で委員長報告

未評価問題に関するこれまでの経過

【歳入】
・過疎地域等自立活性化推進補助金
・臨時福祉給付金給付事業費補助金
・子育て世帯臨時特例給付金給付事業費補助金
　（以上、国庫補助金 6,484 万円）

【歳出】
・特産品開発試作業務等委託料 4 件（企画費 902 万円）
・臨時福祉給付金（社会福祉費 4,025 万円）
・子育て世帯臨時特例給付金（児童福祉費 833 万円）

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀
一般会計補正予算（第１号）

■晴山地区常設保育園の整備概要（上図は完成予想図）
＊位　　置　　軽米町大字山内 13-53-1
　　　　　　　（旧晴山中学校グラウンド）
＊建物面積　　木造平屋建て　延べ床面積 817.74㎡
＊開 所 日　　平成 27 年 4 月予定
＊定　　員　　70 名　乳児（0 歳）から 5 歳児まで
＊担 当 課　　健康福祉課（☎ 46 － 4736）

継
続
審
査

　

会
期
中
に
議
決
に
至
ら
な

か
っ
た
議
案
は
原
則
と
し
て

次
の
会
期
で
は
審
議
さ
れ
な

い
（
会
期
不
継
続
の
原
則
に

基
づ
き
審
議
未
了
の
廃
案
と

な
る
）
が
、
議
会
で
議
決
す

る
こ
と
に
よ
り
、
閉
会
中
及

び
次
の
会
期
に
審
査
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
。
閉
会
中
審
査

あ
る
い
は
継
続
審
議
と
も
言

う
。

晴
山
地
区
常
設
保
育
園

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
、
町
内
で
は
常
設
保
育
園

が
２
園
（
軽
米
、
小
軽
米
）、

へ
き
地
保
育
園
が
２
園
（
笹

渡
、山
内
）、児
童
館
１
館（
観

音
林
）が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

晴
山
地
区
に
は
常
設
保
育
園

が
無
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の

山
内
保
育
園
と
観
音
林
児

童
、晴
高
児
童
館
（
休
館
中
）

に
代
わ
っ
て
、
本
年
度
中
に

新
た
に
常
設
保
育
園
を
整
備

す
る
計
画
。
常
設
保
育
園
と

し
て
開
園
し
た
場
合
、
対
象

が
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

ほ
か
、
３
歳
未
満
児
（
乳
児

等
）
の
預
け
入
れ
も
可
能
と

な
る
。

　

こ
と
ば
解
説

※このほかに特別委員会幹事会を全 10 回開催

議
会
の
報
告
ま
で

約
４
か
月
間
放
置

　

平
成
25
年
４
月
30
日
に
町

民
か
ら
指
摘
に
始
ま
り
５
月

に
は
、
怠
慢
な
事
務
処
理
や

役
場
組
織
が
機
能
し
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
未
評
価
及
び
未

課
税
家
屋
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
議
会
に
報

告
が
あ
っ
た
の
が
８
月
26
日

と
約
４
か
月
放
置
し
た
こ
と

に
な
る
。
税
の
公
平
性
を
考

え
る
と
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

不
祥
事
が
起
き
た
の
か
問
題

点
を
検
証
し
、
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
不
祥
事
防
止
へ

の
取
り
組
み
が
必
要
と
の
意
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町議会＆町の話題
ピックアップ トピックス

議
長
交
際
費

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

や
要
望
な
ど
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

「
請
願
・
陳
情
」
が
あ
り

ま
す
。

　
「
請
願
・
陳
情
」
は
誰

で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
必
ず
文
書
で

提
出
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
い
く
つ
か
の
決
ま
り

が
あ
り
ま
す
。「
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
参
考
に
し

？
月 日 曜 行　　事　　名

４
月

3 木
小軽米保育園入園式
議会報編集委員会

4 金 軽米保育園入園式
6 日 新生軽米中学校入学式・門出式
7 月 晴山小学校入学式

8 火
新生小軽米小学校入学式・門出式
軽米小学校、県立軽米高等学校入学式

9 水 軽米幼稚園入園式

10 木
未評価等調査特別委員会幹事会⑥
町政調査会総会

16 水 未評価等調査特別委員会⑤
22 火 北部地区町村議会議長会総会（秋田県 , ～ 23 日）

５
月

7 水
未評価等調査特別委員会幹事会⑦
臨時会議会運営委員会
町政調査会町内視察

8 木
第 28 回町議会臨時会
町議会全員協議会
総務教育民生常任委員会

9 金 町村議員研修会（盛岡市）
21 水 カシオペア連邦議会役員会（二戸市）

26 月
未評価等調査特別委員会⑥
臨時会議会運営委員会
総務教育民生常任委員会

27 火 町村議会議長・副議長研修会（東京都 , ～ 28 日）

30 金
臨時会議会運営委員会
第 29 回軽米町議会臨時会

６
月

5 木
定例会議会運営委員会
未評価等調査特別委員会幹事会⑧

6 金 二戸広域議会臨時会（二戸市）
11 水 町議会全員協議会

12 木
第 30 回軽米町議会定例会（～ 20 日）
未評価等調査特別委員会⑦

16 月 未評価等調査特別委員会幹事会⑨
17 火 総務教育民生常任委員会
18 水 未評価等調査特別委員会幹事会⑩

19 木
未評価等調査特別委員会⑧
定例会議会運営委員会

20 金 広報編集委員会

町 議 会 の 動 き
（平成 26 年 4 月～ 6 月の主要な行事）

❀
お
祝
い
等（
会
費
含
む
）

４
月 
３
件  

１
万
３
千
円

５
月 
７
件  

２
万
１
千
円

６
月 

３
件  
１
万
３
千
円

※
議
長
交
際
費
は
議
長
が

　

町
議
会
を
代
表
し
て
対

　

外
的
な
行
事
等
へ
参
加

　

す
る
際
の
経
費
で
主
に

　

各
団
体
の
総
会
等
の
会

　

費
で
す
。
詳
し
く
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
結
し
た
問
題
や

案
件
が
審
議
さ
れ
て
い

る
町
議
会
は
、
ど
な
た

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

町
政
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
町
議
会
の
傍
聴
を

お
奨
め
し
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
年
間
を

通
じ
て
開
催
さ
れ
る
定

例
会
は
、３
月
、６
月
、

９
月
、
12
月
に
開
か
れ

る
ほ
か
、
特
定
の
案
件

に
つ
い
て
設
け
ら
れ
る

臨
時
会
も
随
時
開
か
れ

ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
議

会
開
会
前
の
一
週
間
か

ら
数
日
前
に
決
定
し
ま

町議会を傍聴しませんか

す
の
で
、
決
ま
り
次
第

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

「
か
る
ま
い
テ
レ
ビ
」、

情
報
無
線
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
議

会
事
務
局
（
☎
46
・

４
７
４
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
の
は
て
な
？

し
く
み
を
教
え
て
！

請	願	と	陳	情請願（陳情）書

　紹介議員名

　氏　　　名　印

　氏　　　名　印

【表紙】

　　　　　　　　　平成　年　月　日

軽米町議会

議長　　　　　殿

　　　　　　請願者

　　　　　　住所

　　　　　　氏名　　　印

　　　　　　（ほか○○人）

（件名）○○についての請願

（要旨）○○○○○○○○○

（理由）○○○○○○○○○

【別紙内容】

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
提
出
い
た
だ
い

た
「
請
願
・
陳
情
」
は
、

所
管
す
る
常
任
委
員
会
で

審
査
を
行
い
、
本
会
議
で

「
採
択
」「
不
採
択
」
を
決

定
し
、
そ
の
結
果
を
請
願

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○請願書には、紹介議員が１名以
　上必要です。表紙に署名又は記
　名押印ください。
○請願（陳情）書には、件名や要
　旨、理由を分かりやすく記載し
　てください。
○請願（陳情）書の提出はいつで
　もできますが、審査は定例会ご
　とに行われます。
○賛成者署名簿を添付する場合、　　
　個人情報は議会の審議に使用す
　ることを承諾の上提出してくだ
　さい。

請願（陳情）書作成の
ポ　イ　ン　ト

せ　い　が　ん　　　　ち　ん　じょう

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
臨
時
会
（
平
成
26
年
度
第

１
回
、
松
浦
求
議
長
、
本
田
秀

一
議
員
出
席
）

＊
６
月
６
日
（
金
）

＊
二
戸
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー

＊
付
議
事
件

①
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

②
消
防
本
部
併
設
二
戸
消
防
署

　

建
設
事
業
建
築
工
事
の
請
負

　

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

③
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

　

整
備
事
業
・
消
防
救
急
デ
ジ

　

タ
ル
無
線
整
備
事
業
工
事
の

　

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

④
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の

　

報
告
に
つ
い
て

＊
全
議
案
、
全
会
一
致
で
可
決

町議会定例会（本会議）の模様は
「かるまいテレビ」でもご覧いただけます

　「かるまいテレビ」では、本会議場（招
集日、一般質問、最終本会議など）の様
子を録画・編集し、定例会終了後、約２
週間程度の期間で放送しています。

　町議会町政調査
会（川原木賢一会
長）は５月７日、
町指定文化財の巨
樹巨木を巡り、生
育状態や管理状況

　晴山地区常設保育園の建設工事に先立ち工事
安全祈願祭が、６月２８日に建設地の旧晴山中
学校校庭で行われました。町議会から舘坂久人
副議長のほか、町と地元父母会、工事関係者
２０名余りが出席。晴山稲荷神社の古舘久功宮
司による祝詞、関係者が鍬入れなどを行い工事
の無事を願いました。同保育園は平成２７年３
月に完成し、４月から開園する予定です。（関
連記事は１３ページに掲載）

を視察しました。今回は民田山の石割ザクラな
ど町指定文化財４か所と、見ごろを迎えたフォ
リストパーク軽米のチューリップ園を視察。町
の貴重な宝（資源）を改めて見直していました。

地
域
の
宝
の
生
育
を

目
と
肌
で
実
態
調
査

安
全
安
心
な
工
事
と

工
期
内
完
成
を
祈
願

晴
山
地
区
保
育
園
の
建
設
工
事

町
政
調
査
会
が
町
文
化
財
を
視
察

傾斜地の岩の割れ目から上へと
伸び立つ町指定文化財「民田山
石割ザクラ」（民田山地区）

町
議
会
か
ら
舘
坂
久
人
副
議
長
が
出

席
し
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
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ハートフル・スポーツランドのパークゴル
フ場は、５月中旬から６月にかけて紅白の
シバザクラの香りと深緑まぶしい芝生に包
まれます。毎年ボランティア参加により広
がり続け今では延べ１万４千㎡に。散策だ
けでも気持ちが晴れやかになりますよ。

　町民の皆さんとの交流を目的に町議会
では「パークゴルフはつらつ大会」を開
催します。
　パークゴルフ初心者の方も歓迎しま
す。お誘いあわせてご参加ください。
◎日時　９月27日 (土 )※雨天決行
　　　　受付８:00 ～／開会式８:50 ～
◎場所　ハートフルスポーツランド
　　　　パークゴルフ場　
◎対象　町民の方（町出身者など町にゆ
　　　　かりのある方も歓迎します）
◎参加費　一人１，０００円（昼食含む）
◎申込期限　９月 17 日（水）まで
◎申込先　
　議会事務局（☎４６－４７４５）
　パークゴルフ場（☎４６－３８８９）
　又は、お近くの町議会議員まで。

未来に残したい軽米の風景⑨

　
か
る
ま
い
議
会
だ
よ
り
は
、
町
議

会
で
の
議
事
の
公
開
の
ほ
か
、
行
政

の
監
視
役
と
政
策
提
案
と
い
っ
た
議

会
の
活
動
を
皆
様
に
伝
え
る
、
住
民

と
議
会
と
の
架
け
橋
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
あ
た
っ
て

は
「
あ
り
の
ま
ま
」
で
「
読
み
や
す

く
」
そ
し
て
「
分
か
り
や
す
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
編
集
委
員
全
員
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
感

想
、
又
は
議
会
も
し
く
は
町
政
へ
の

要
望
、
質
問
・
提
言
を
下
記
ま
で
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
紙
面

で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
議
会
だ
よ
り

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
報
編
集
委
員
　
中
村
　
光
夫

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

松浦　満雄
茶屋　　隆
舘坂　久人
山本　幸男
本田　秀一
中村　光夫

　

編
集
後
記

パークゴルフはつらつ大会

参加者を大募集 !!

発行日　平成 26 年 7 月 23 日発行（№ 198）
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か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

黄色いお腹と ” チチンチチ
ン ” と澄んだ声が特徴。全
長は約 20㎝。春夏は川沿
いにすみ秋冬は南下する。

【撮影時期：５月上旬】
【場所：雪谷川沿い駒木地区】

キセキレイ

かるまいの野鳥

議
会
報
編
集
委
員
会


